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� はじめに

平成 ��年に桜通線の野並・徳重区間の延伸が予定さ
れている。この区間の途中には鳴子北駅、相生山駅、神
沢駅（いずれも仮称）の �駅が設けられる。この路線沿
線区（緑・天白区）には大規模住宅団地や大学等の施設
が存在し、土地区画整理事業の進展により将来人口増加
が予測される。また、行政拠点施設や大規模商業施設な
どの建設も計画されているため、名古屋からの利用者も
増加することが予想される。さらに、現在の野並交差点
付近ではラッシュ時に著しい交通渋滞が発生している。
よって開通後は交通手段の変化、交通量の分散化、時間
の短縮など大きな変化が予想される。特に自動車の利用
率の高い愛知県では鉄道の延伸による自動車交通量の減
少が期待される。そこで本研究では第 � 回中京都市圏
パーソントリップ調査のデータを使用し、地下鉄桜通線
の延伸によって交通行動がどのように変化するのかを予
測して評価したいと思う。

図 � 延伸予定の野並・徳重間 ���

� パーソントリップ調査とは

パーソントリップ調査は、交通の主体である「人（パー
ソン）の動き（トリップ）」を把握することを目的とした
ものである。本研究では「どこからどこへ、どのような
目的・交通手段で動いたか」について記された ��デー
タを使用する。	�


� 代表交通手段

代表交通手段とは複数の交通手段を使ったとき、その
中の１つの主な交通手段のことを示す。その代表交通手
段は以下に示す優先順位によって決定する。

　鉄道→バス→自動車→自動二輪・原付→自転車→徒歩

　例えば出発地から徒歩、鉄道、徒歩という順序で目的
地までトリップした場合、代表交通手段は鉄道というこ
とになる。

� 研究対象地域とゾーンの設定

第 � 回中京都市圏パーソントリップ調査では中ゾー
ン、基本ゾーン、小ゾーンの �種類のゾーンがある。今
回の研究では名古屋市内の基本ゾーンのうち、桜通線延
伸が影響すると考えられる ��ゾーンを対象地域として
研究を進めていくことにする。対象地域のゾーンを以下
の図 �に示す。

図 � 対象地域の基本ゾーン図

� 代表交通手段選択モデル

各交通手段の ��間の所要時間を変数とし、モデル式
を作成する。本研究で使用する代表交通手段選択モデル
とは各交通手段がどの程度使われるかを表したモデルで
ある。代表交通手段選択モデルを以下に示す。	�


徒歩の効用 ����������������
自転車の効用 ����������������
自動車の効用 �����������������	�
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�：出発地ゾーン �：到着地ゾーン

�� 交通手段 � の効用値
�������：��� 間の徒歩による所要時間［分］
�������：��� 間の自転車による所要時間［分］
�������：��� 間の自動車による所要時間［分］



	�
�、	�
�：� ゾーン、� ゾーンの名古屋駅からの距離
［��］
��������：��� 間のバス乗車時間［分］
�������：��� 間のバス乗車外時間［分］
��������：��� 間の鉄道乗車時間［分］
�������：��� 間の鉄道乗車外時間［分］
����、����：� ゾーン、� から最も近い駅まで ��� 以
下である場合��、そうでない場合��）
���・・・� ���：各変数の影響度を表すパラメータ

� 集計型ロジットモデル

代表交通手段選択行動の分析においてロジットモデル
を使用する。ロジットモデルの利点は最も効用の高い交
通手段を選択するという効用最大化原理を満たしつつ、
シンプルなフォームで選択確率を表現できることであ
る。�つの交通手段のうち交通手段 � の選択確率 �� を
次のように表す。	�
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　 ��：交通手段 � の選択確率

� パラメータ推定

最小 � 乗法でパラメータを推定した結果を表 � に
示す。

表 � 目的別パラメータの推定結果
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� モデルによる予測結果

前章で求めたパラメータをモデル式にあてはめ、開通
後のトリップ数を予測した結果を表 �に示す。

表 � 全目的のトリップ数

　 徒歩 自転車 自動車 バス 鉄道
開通前 ����� ����� ����� ���� �����

開通後 ����� ����� ����� ���� �����

前後差 ����� ����� ������ ����� �����

増加率 ����� ����� ����� ����� �����

増加率の単位は ��

� まとめ

鉄道によるトリップは約 ����� トリップ増加すると
いう結果になった。また、自動車のトリップ数が大幅に
減少したことから、地下鉄の延伸は鉄道の利用者数を増
加させるだけではなく、自動車の交通量を減少させ、特
に、野並駅周辺の激しい交通渋滞の緩和に有効であると
思われる。また、新興住宅地の増加に伴う発生トリップ
数の増加、公共施設などの計画に伴う集中トリップ数の
増加なども予想されるため、緑区への鉄道の開通は利用
者数増加に効果が著しい。
人口増加率について調べたところ、名古屋市全体とし
てはあまり大きな変化がないため、本研究では考慮しな
かった。区ごとの人口増加率は名古屋市全体の増加率と
は異なることも考えられるため、実際は人口の増加率に
影響されると思われる。今回は所要時間のみを交通要因
としてモデル化したが、地下鉄やバスの料金も交通行動
の選択の基準となるので、このこともに考慮できればさ
らに詳しい結果が得られる。モデル化した際に発生した
誤差について、サンプル数の少ない ��間では大きな誤
差がでる傾向があった。サンプル数の少ないデータをど
う処理するかも今後の課題としたい。
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